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国民対話 １２�１４３―１４５�１４７�１４８�１５０�１５１�
１５３�１５５―１５８�１６１―１６３�１６５

国連安全保障理事会 ５２�７１�９１
国連総会 ２３�２４�７８�１３５
コシャネル ５３�５４
国家安全保障会議 ４４�４５�１５４
国家安全保障政策文書 ４２
黒海経済協力機構 ４１
コプト教徒 １８
ゴム ７３

【さ行】

サアダ ４０�１５０�１６４�１６５
サアダーバード条約 ４０
サーニー家 ８５
サーマ・ドバイ社 １１５�１１６
サーレハ １２�１３１�１４３―１４８�１５０―１５３�１５６�
１５９�１６１―１６３

サイード・シャハリ １４８
最高ウラマー評議会 １３５�１４１
財政赤字 １９―２１�２６
ザイド派 １５０�１５７�１６５
サウジ信用貯蓄銀行 １３３
サウジ中央統計局 １３７
サウジアラビア ３―９�１１�１２�１４�１５�２３―２５�
２７―２９�３５�４７�５５�５７�６７―７１�７６―７８�８３�
８５�８８�９６�９８�１０３―１０８�１１４�１１８�１１９�
１２１�１２６�１３１―１４１�１４７�１５５�１５７�１６０�
１６９�１７０

――― 開発基金 １２１
サダト １６�１７
サッダーム・フセイン ６９�７４
サナア １４４�１４６―１４８�１５０�１５２―１５４�１５６�１５８�
１５９�１６１�１６３�１６５
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ザンジバル １５３�１６４
産油国 ４―７�１５�１６�２７�８６�９８�１００�１１７
シーア派 ６５�６７―６９�７３�７４�７６�７８�７９�１３１―
１３３�１４０�１５０�１５７�１７８�１７９�１９０�１９１

シーシー ３５
GCC → 湾岸協力会議 １２�２６�５８�６７�６８�７７�
７９�８４�８８�８９�９１�９３―９５�９８�１１９�１２１�
１２２�１２７�１４３�１４８�１５６�１６０�１７０

シェイク・アルダバーブ １６４
ジェム ４１
ジッダ １３２�１３７�１４１
至福党 ３８
社会関係資本 １６０
社会公正 ２２�２４
ジャスティニーヤ １３４
ジャスミン革命 ９８�１１７
シャフィーク ２０
シャラフ ９０
シャリク清掃キャンペーン １５８
自由公正党 ９０
ジュネーブ合意 ７５
ジョウフ １５４
女子教育庁 １３５
ジョンソン米大統領 ４０
シリア ７―１１�１３�１５�１６�２４�２５�３１�３３�３８�
４２�４５�５２�５３�５５�５７�５８�６２�６３�６５―６７�
６９―７２�７４�７６―７９�８２�８３�８７�８９�９０�９３�
９５�９６�９８�１０３�１０４�１１２�１３１�１４０�１６１�
１９０�１９５

――― ・コンタクト・グループ ７０�７８
真珠広場 １７０
人民抵抗委員会 １５４�１６４
スーダン １７�２４�３４�１６０
スエズ ７１�７８
スタンドバイ協定 ２１�３３
スペイン １１５�１３５
スンニー派 １３２�１４０
政軍関係 ３７�３９�４４�４６�５２�５４�５８
政府開発援助 → ODA １０１�１０６�１０８
総合人民会議 → GPC １４４
祖国党 → ANAP ４０
その他政府資金 → OOF １０１
ソマリア ２４�１５２
ソ連 ６�７�１６�４０�４１

【た行】

ターミール １２１
ターリク・アルファドリ １６４
ターリバーン ８７
ターレク・サーレハ １４６
第３次中東戦争 ６
第４次中東戦争 ７
タイズ １４６�１５３�１５８�１５９�１６５
体制転換効果 １７２
対テロ闘争高等委員会 ４６
大統領警護隊 １４６�１４７
対内直接投資 １９�２６
ダヴォス会議 ５２
ダヴトオール ３８�４２�５３�５８
タハリール広場 １８�８９
タマルド ３５
タミーム ８７�９０�９５―９８
タンジール １１２
タンターウィー ９０
地域バランス ２�１９５
中央アジア ４１�５９�６０�１０６�１０７
中央条約機構 ４０
中国 ２３�３２�４８
中東条約機構 ５９
中央治安軍 １４６�１４７
チュニジア １�５�９�１１�３４�３５�３８�５５�５７�
６６�６７�８８�９０�９８�１０２―１０４�１０９�１１１�
１１３―１１５�１１７�１１８�１２０�１２６�１３１�１３２�
１４３�１４４

ツイッター ９０�１３４
ディヤルバクル ５０�６３
鉄槌 ５４
テロとの戦い １７�１５３
電子ダッシュボード １３８
天然ガス ５�２２�４８�８６
ドーハ ８３�８９―９２�９８�１１８
独立産業実業家協会 ４３
ドバイ・ショック １０９�１１４�１１５�１１７
トリキ １２０
トルコ ２―５�９�１０�１５�１７�２３―２７�２９―３５�３７―
４６�４９�５０�５２―５５�５７―６０�６２�６３�７０―７２�
７８�１５９�１６１

トルコ・イスラーム総合 ４１
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トルコ産業実業家協会 ４３
トルコ実業産業家連合 ４３
トルコ石油精製所株式会社 ５７
トルムタイ ５９

【な行】

ナーセル ６�７�１５―１７�９８�１５１�１６３
ナジャフ ７３�７９
南部分離派 １４５�１５０�１５７
ニターカート １３７

【は行】

ハータミー ６９�７１�７４�７５�７８
ハーディー １４３―１４８�１５１�１５３�１５５―１５７�１５９�
１６１�１６２

ハーフィズ・プログラム １３８
ハーメネイー ６６�６７�７７�７８
ハーリド・アル＝アティーヤ ９８
バシール ３４
バセンドワ １４５�１５１
破綻国家 １４９
ハドラマウト １４８�１５３�１６３�１６５
バハレーン ３�９�１１�１２�１４�６７―６９�７３�７６―
７９�８５�８８�１０３�１０４�１１２�１３３�１４０�１６９―
１７１�１７７―１７９�１８２�１８６―１９１

ハマース ８�１５�２４―２６�２８�３０�７０�７６�８７
ハマド ２６�３４�８２�８４―８７�９０�９１�９４―９８�１２１�
１４６―１４８�１６２�１６３�１７０

ハマド・ビン・ジャースィム ８４�８７
ハマド・ビン・ハリーファ ８４�８６
ハリーファ ８４―８６�１１２�１１９�１６９
ハリーファ基金 １１１�１１２�１１５
ハリーファ・ビン・ハマド ８５
バルザーニー ６２
パレスチナ ２�７―９�１１�１７�２３�２４�２６�２９�３０�
３３�３４�６９�８７�１０９�１１１�１１２�１２２�１９０

――― 解放機構 ７４
潘基文 ９１
半島の盾軍 ６７�１７０
ハンバル学派 １３１
非産油国 ６�１１７
ヒズブッラー ８�４５�６９�７４�７８

美徳党 → FP ３７
ヒラーク １５１�１５７�１６２�１６３
ファイステイン １４７
ファトワー ９１�９８�１３５�１４１
ブー・サイード １９２
フェルトマン １５５
福祉党 → RP ３７
ブラジル ３２�３４�５２
フランス ９２�１１５�１１７
プレステージ・シーキング ８４�８６
米連邦捜査局（FBI）１５４
平和民主党 ５４
ベノマール １４７�１５１�１５６�１６２
ペレス ５２
ベン・アリー ６６�８８�９９�１３１�１３２�１４４
法定最低賃金 １９
ホメイニー ６８�７３�７７―７９

【ま行】

マーヴィ・マルマラ号事件 ５２
マーシャル・プラン ４０
マイクロ・ステイツ ８４
マラケシュ ９８�１１５
マルズーキ ３４�１１８
民間資金 → PF １０１
民主統一党 ５５
ムスリム同胞団 １５�２０�２５�２６�２９�３５�７１�
９０�９１�９３�９６�９８�１３９�１４０

ムバーラク １�１０�１５―２０�２２�２３�２５―３２�３５�
６６�７１�８２�８９―９１

ムバッザア １２０
ムハマド・アリ・アハマド １６２
ムハマド・サーレハ・アハマル １４６
ムルシー １０�１５�１６�２０―３５�７０�７１�７８�８２�
９０�９８

メッカ ２３�７０�７８�１３１
モウザ ８７�９５
モハメッド６世 １１９
モロッコ ４�５�１１�８８�９５�９８�１０２―１０４�１０７�
１０９�１１２―１１５�１１７―１２３�１２６�１２７�１５６

門戸開放政策 ７
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【や行】

ヤヒヤ １４６―１４８
ユーチューブ １３４�１４０
ユーフラテス川 ４２
ユルマズ ４１
ヨルダン １�６�８�１１�８８�９３―９５�９８�１０３�１０４�
１０９�１１１�１１９�１２１�１２２�１２７�１４８�１５６

【ら行】

ラアス・ガス ９５�９６
ラダア １５２�１５４�１６４
ラバト ９８�１１５�１２６�１２７
ラフサンジャーニー ７１�７５�７８�７９
リカーアート １３７
立憲君主制 ９８
リビア １�４�１０�１１�３８�５４�５５�５７�６７�８３�
８７�８９―９５�１０３�１０４�１０９�１１１�１１２�１１９�
１２６�１３１�１４３�１５４�１６０

――― 国民移行評議会 ９２
――― の友会合 ９２
リヤド ９５�１３２�１３３�１３７�１４４�１５６
ルドム １５３
レイハンル ６２
レバノン ６―９�１７�６９�７３�７４�７７―７９�１０９
レンティア国家 １７１―１７３
レント １３９�１７１―１７４�１９２
ロウハーニー ８２
ロシア ４７�４８
ロングヴァ １７５

【わ行】

ワックル・カルマン １６２
ワッハーブ主義 １２�１３１�１３２�１３６�１３９�１４０
ワッハーブ派 １３１�１４０
湾岸アラブ諸国 １�３�６―８�１０―１２�１４�１００―１０２�
１０５―１０７�１１４―１１９�１２１�１２６�１６９―１７１�
１７３―１７９�１９０―１９２

湾岸アラブ型エスノクラシー １７５―１７７
湾岸危機 １７
湾岸協力会議 １２�５８�６７�１４３
湾岸戦争 ７�９�１７�５９�８５�１３３�１９２
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